
看護と文献
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病院図書室に期待すること

一臨床ナースの立場からー

１。はじめに

臨床で働くナースがどのような情報を必要

とし、病院図書室に何を期待しているかにつ

いて書いて欲しいと原稿を依頼された。卒後

すぐに重症かつ救急受け入れを兼ねた病棟に

配属されたこともあり図書室にはよく通って

いた。しかし、文献の大切さ、その効果的な

探し方について知ったのは卒後８年目に日本

看護協会の研修「ＩＣＵの看護」の中で「情

報検索の実際」という講義を受けてからであ

る。そこで、この受講以後の私の文献収集の

しかた、司書への期待、それと臨床のナース

が必要とする情報について以下述べてみたい。

２。図書、雑誌の理解

私か図書室や図書・雑誌から得られる情報

を効果的に使えるようになったのは前述した

研修に参加してからである。この講義の中で

図書と雑誌の利用のしかたの違い、二次資料

の利用のしかた、引用・参考文献について学

んだ。以下その内容について簡単に紹介する。

（１）図書と雑誌の違い

学術情報の流れは図１の通りである。

。各病院の看護研究発表会などで発表され優

秀とみなされたものが学会で発表される。そ

の中のより優秀な発表や直接雑誌に投稿され

認められたものが雑誌に掲載される。それら

の雑誌掲載情報が集約され、その専門分野に

おいて誰もが認めるスタンダードな知識とな
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図１：学術情報の流れ

ったものが図書として発行される。その結果、

雑誌からは新しい情報、図書からは専門分野

のスタンダードな知識が得られるようになる。

（２）二次資料

二次資料は資料を探すための資料である。

学術雑誌に掲載されている論文や記事につい

て、そのアウトラインがわかるようにエッセ

ンスを取り出し、キーワードや著者などのい

ろいろな手がかりからもとの文献が探し出せ

るようにまとめられた資料である（１）。

（３）引用・参考文献

論文の末尾に記載されている引用・参考文

献はその文献を読んだ人がより深く学びたい

と思ったときに利用する。知識は与えられる

だけでなく、゙自主的により学習を深める事が

大切である。これらの引用・参考文献は著作
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権上も記載しておく必要がある。

３．文献の収集

現在、私は文献収集をする時に（Ｄ二次資

料を用いる、（２）新着雑誌の目次コピーを見

る、（３）ブラウジング、の３つの方法を用い

ている。それぞれについて以下に記載する。

（１）二次資料を用いる方法（件名索引と人名

索引）

研修を受けてからは雑誌や二次資料に親し

みが湧きこれらをよく利用するようになった。

二次資料には件名索引と人名索引があるが、

私かこれまで利用してきたのは主に件名索引

である。たとえば、ＩＣＵにいた頃はわから

ないことや新しい治療法などを二次資料の件

名索引で探し、院内にある文献は自分でコピ

ーし、院内にないものは司書を通して入手し

ていた。

今まで人名索引については利用したことが

なかったが、今夏大阪府看護職員洋上研修で

日本赤十字看護大学の稲岡文昭教授の講演を

聴く機会があった。稲岡教授については何の

予備知識もなく受講したが、人名索引で稲岡

教授の書かれた文献を探し、前もって読んで

おけばより理解が深まったのではないかと思

う。以前に大阪府立看護大学の公開講座で

「家族看護学」を受講したが、その時は偶然

講師の先生の文献を読んでいたので講演がた

いへん理解しやすかった。

（２）新着雑誌の目次コピーをみる方法

私か利用している二次資料は日本看護協会

看護研修センター図書館発行の「最新看護索

引」である。たいへん便利で重宝しているが、

雑誌が発行後記事が索引されて１冊にまとめ

られるまで約１年のタイムラグがある。そこ

で、タイムリナーな情報入手の方法として私

か利用しているのが、職員更衣室前に掲示さ

れている新着雑誌の目次コピーである。勤務

の行き帰りに眺めて情報の入手に努めている。

ＩＣＵにいた頃、はじめて人工心肺が使われ

た時もちょうど更衣室前のコピーで「オペナ

ーシング」の人工心肺の特集を見つけ早速読

んだ。先ほどの「家族看護学」公開講座に参

加した時も参加する少し前に「看護技術」増

刊号で家族看護学が特集されているのを見つ

けた。講師の先生の文献を読んだのもこの増

刊号であった。

手術室に異動になり慣れてきた頃に小児の

手術に興味を持ち、「小児看護」の連載一小

児の臨床麻酔－を楽しみにするようになった。

小児の手術に興味を持ちはじめた頃は自分で

適当な本や雑誌が見つけられず小児系看護婦

に推薦図書を教えてもらったりしていたが、

目次コピーで連載を見つけてからはこちらも

毎号楽しみにしていた。この新着雑誌の目次

コピーは自分の専門分野以外の看護の動向を

知る上でも役に立っている。

（３）ブラウジング

手術室にいた時、「オペナーシング」連載

の「イラストで学ぶ麻酔看護の基礎知識」を

毎号読んでいた。これはＩＣＵにいた頃人工

心肺の特集を読んだ時に偶然この連載を見つ

け、手術室勤務になった時にこれが役に立っ

たのである。また、その後透析室に異動にな

り「臨床看護」の透析看護特集を読んでいた

時に「ＩＣＵにおける教育計画とＯＪＴ」と

いう項目が目に入った。前にＩＣＵに勤務し

ていたことや「教育」に興味を持っていたこ

ともあって読んでみたが、「新人に向けられ

る質問の意味」や「現場での教育者の姿勢」

について書かれており興味深かった。文献コ

ピーをするために図書室へ行ったときなど目

的とする雑誌以外のものも手に取ってみる。

「看護学雑誌卜では「私か手術室看護に魅か

れる理由」という文献を見つけたこともあっ

た。

図書室に通うことは時間がかかることでは

あるが、そこから思いがけない新しい知識や

文献を見つけることができる。このようなプ

ラウジンクも情報入手の一手段としては効果

的である。

４．司書に望むこと

（１）連載記事のコピー

－１２４－



手術室にいた時にはすでに述べたように

「オペナーシング」「小児看護」の連載を楽

しみに読んでいたが、このうち、「オペナー

シング」は職場に毎号届けられていたのでこ

れをコピーすればよかった。しかし、「小児

看護」のように中央図書室で管理している他

の雑誌については発行される頃を見計らって

図書室に行かなければならない。時には２度、

３度と足を運ばなければならないこともあっ

た。このような雑誌の記事のコピーは一度司

書の方に申し込んでおけば連載終了まで自動

的にコピーをしていただければありかたいと

思う。

（２）看護研究へのアドバイス

４年ほど前から「卒後２年目ナースの成

長」というテーマで研究を行っている。しか

し、当初は２年目ナースを対象とした研究が

少なく文献の収集に苦労した。教育婦長から

３年目や中堅ナースを対象としたものでも研

究内容が似たものを探すこと、弟や妹が生ま

れた子どもの心理の本などを探してみてはど

うかとアドバイスをもらった。このように研

究をする上での文献収集のアドバイスをして

いただきたい。

（３）部署図書の紹介

入院してこられる患者さんを見ていると、

入院の原因となった疾患だけの方は少ない。

今、私は現在透析室に勤務しているが、腎不

全だけでなくその他にリウマチ、狭心症、多

発性骨髄腫などを合併してる患者さんがいる。

また、白内障手術や糖尿病による下肢切断手

術を受ける患者さんもいる。手術が契機と

なって腎機能が悪化して透析導入となる患者

さんもおられる。このような患者さんに対す

る看護ケアは透析看護の知識だけでは不十分

で、このような時、各部署に置かれている本

や雑誌のリストがあれば文献が手に入りやす

く役に立つと思う。

（４）新着図書の紹介

毎月図書室には図書や雑誌が到着する。当

院では月報で新着図書が紹介され、図書室に

も新着図書の棚があって便利である。ぜいた
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くを言えば、更衣室前の新着雑誌の目次コピ

ーに加えてまえがき添えての新着図書の案内

をして もらうとありかたい。今は図書室へ

行った折りに新着図書の棚を眺める程度であ

るが、勤務に行き帰りにこれらの前書きを読

んだり、また本のタイトルを見るだけでも図

書への興味が湧いてくると思うノ

（５）司書の役割のアピール

この原稿を書いていて感じたことは看護婦

は病院図書室の司書をうまく活用していない

のではないかということである。看護婦が司

書の役割をもっと理解する努力が必要である

と思うが、司書の方からも看護婦に近づいて

自分たちの役割をアピールして欲しい。たと

えば、院内看護研究発表会に参加して文献の

用い方についてアドバイスして欲しいし、図

書室で調べものをしている看護婦に「どのよ

うな情報が欲しいのか」と声をかけて欲しい。

一度そういう経験を持ったスタッフが「司書

の方に尋ねたら教えてくれる」と、他の人に

アドバイスをしているのを何度か聞いたこと

がある。その他、看護婦の卒後教育プログラ

ムでの講義などもお願いしたい。このような

機会を通じて親しくなるうちに気軽に相談で

きるようになると思う。そして、看護の向上

のために司書はこんなに応援できるのだとい

うことを教えていただきたいと思っている。

５．おわりに

以上、日頃の自分を振り返りながら原稿を

書いた。司書の理解について間違っている点

があればお許しいただきたいと思うとともに

間違いを指摘していただきたい。

この原稿が一利用者の声として司書の方た

ちの参考になり、さらに看護の向上につなが

ることになれば幸いである。
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